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１広がる学びへ 

アイスプラネット 

抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、話や文章の中で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにしている。  

文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定のしかたなどを捉えている。  積極的に登場人物の設定のしかたなどを捉え、学習課題に沿って考えたこ

とを伝え合おうとしている。  

枕草子 現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して、古典に表れたものの見方

や考え方を捉えている。  

文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。  

目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を決め、多様な方法で集めた材料を整理し、

伝えたいことを明確にしている。 

進んで文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、

学習課題に沿って自分ならではの季節感を表す文章を書こうとしている。  

職業ガイドを作る 情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。  目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を決め、多様な方法で集めた材料を整理し、

伝えたいことを明確にしている。  

粘り強く多様な方法で集めた材料を整理し、学習の見通しをもって職業ガ

イドを作ろうとしている。  

熟語の構成 熟語の構成を意識しながら、漢字を読んだり書いたりしている。   学習課題に沿って、積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。  

２多様な視点から 

クマゼミ増加の原因を探る 

話や文章の構成や展開について理解を深めている。  文章全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係などを捉えている。  

文章と図表などを結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈している。  

積極的に文章と図表などを結び付け、学習の見通しをもって考えたことを

話し合おうとしている。  

魅力的な提案をしよう 

資料を示してプレゼンテーシ

ョンをする 

言葉には、相手の行動を促す働きがあることに気づいている。  

 

自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の

構成を工夫している。  

資料や機器を用いて、自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫している。  

粘り強く自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫し、学習の見

通しをもってプレゼンテーションをしようとしている。  

文法への扉１ 

単語をどう分ける？ 

単語の活用、助詞や助動詞などの働き、文の成分の順序や照応など文の構成について

理解している。  

 今までの学習を生かして、積極的に自立語について理解を深めようとして

いる。  

メディアの特徴を生かして情

報を集めよう 

情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。  目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、内容を解釈している。  

観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開、表現の効果について

考えている。  

粘り強く観点を明確にして文章を比較し、学習課題に沿って目的や状況に

応じたメディアの選び方を理解しようとしている。  

短歌に親しむ 

短歌を味わう 

抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、話や文章の中で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにしている。  

観点を明確にして短歌を比較し、短歌の構成や表現の効果について考えている。  

文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。 

進んで短歌の構成や表現の効果について考え、学習の見通しをもって短歌

を創作しようとしている。  

書写 楷書を復習しよう 点画の種類や動きを確認し、漢字や仮名の筆使いや字形の復習をしながら、整えて書

いている。  

学習課題を書くなかで、穂先の向きや筆圧、動きなどを確かめている。  日本の伝統文化に触れ、学習課題に沿って漢字や仮名の筆使いに注意して

書こうとしている。  

言葉の力 本や文章などには、さまざまな立場や考え方が書かれていることを知り、自分の考え

を広げたり深めたりする読書に生かしている。  

文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。  

進んで文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、

今までの学習を生かして考えたことを伝え合おうとしている。  

言葉１ 

類義語・対義語・多義語 

類義語・対義語・多義語の概念について、具体的な例を当てはめて理解している。   今までの学習を生かして、積極的に類義語と対義語、多義的な意味を表す

語句などについて理解しようとしている。  

４人間の絆 

盆土産 

抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、話や文章の中で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにしている。  

登場人物の言動の意味などについて考えて、内容を解釈している。  粘り強く登場人物の言動の意味について考え、学習課題に沿って作品の印

象を伝え合おうとしている。  

字のない葉書 本や文章などには、さまざまな立場や考え方が書かれていることを知り、自分の考え

を広げたり深めたりする読書に生かしている。  

観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や表現の効果について考えている。  進んで表現の効果について考え、今までの学習を生かして考えたことを伝

え合おうとしている。  

手紙や電子メールを書く 言葉には、相手の行動を促す働きがあることに気付いている。  

敬語の働きについて理解し、話や文章の中で使っている。  

根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするな

ど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫している。  

積極的に自分の考えが伝わる文章になるように工夫し、学習課題に沿って

通信手段を選び、通信文を書こうとしている。  

言葉２ 敬語 敬語の働きについて理解、話や文章の中で使っている。   積極的に敬語の働きについて理解しようとしている。  

漢字２  

同じ訓・同じ音をもつ漢字  

文脈や言葉の意味に注意して、漢字を読んだり、書いたりしている。  

同音異義語の概念について、具体的な例を当てはめて理解している。  

 学習課題に沿って、積極的に同音異義語を理解し、漢字を読んだり書いた

りしようとしている。  

モアイは語る―地球の未来 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。  文章の構成や論理の展開について考えている。  

文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。  

粘り強く論理の展開について考え、学習の見通しをもって筆者の主張に対

する自分の考えを文章にまとめようとしている。  

根拠の適切さを考えて書こう 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。  「書くこと」において、根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考

えて描写したりするなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫している。  

粘り強く根拠の適切さを考え、学習の見通しをもって意見文を書こうとし

ている。  

[討論]異なる立場から考える 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。  互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめている。  進んで意見と根拠の関係について理解し、今までの学習を生かして異なる

立場の人の意見を想定しようとしている。  

立場を尊重して話し合おう 説得力のある根拠と共に、意見をまとめている。  地域や社会で話題になっていることの中からテーマを決め、異なる立場の人の考えを予想

しながら考えをまとめている。  

互いの意見の共通点や相違点、話し合いの論点を踏まえて話している。  

進んで互いの立場や考えを尊重し、学習の見通しをもって討論しようとし

ている。  

書写 行書と仮名を書こう 楷書に調和する平仮名との違いを確認している。  楷書に調和する平仮名との違いを確認し、行書と平仮名を調和させて書いている。  日本の伝統文化に触れ、学習課題に沿って漢字や仮名の筆使いに注意して

書こうとしている。  

扇の的 ―「平家物語」から 古典の文章独特の調子やリズムを意識して朗読している。  

与一や義経の言動、扇の的を射落とした後の人々の反応に着目し、古人のものの見方

や考え方を捉えている。  

登場人物の言動の意味などについて考えて、内容を解釈している。  進んで登場人物の言動の意味について考え、学習課題に沿って考えたこと

を伝え合おうとしている。  

仁和寺にある法師―「徒然

草」から 

古典の文章独特の調子やリズムを意識して朗読している。  

現代語訳や語注などを手掛かりにして、法師の言動やそれに対する作者のものの見

方、考え方を理解している。  

法師と同じような経験がないかを踏まえて､考えたことを話し合っている｡ 

文章の構成を工夫して､古典の登場人物について論じる文章を書いている｡ 

積極的に考えたことを知識や経験と結び付け、学習の見通しをもって登場

人物について論じる文章を書こうとしている。  

漢詩の風景 漢文特有の言葉遣いや調子を意識して朗読している。  観点を明確にして漢詩を比較するなどし、漢詩の構成や表現の効果について考えている。  学習課題に沿って好きな漢詩を選び、その理由を述べようとしている。  

君は「最後の晩餐」を知って

いるか 

意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。  

情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。  

目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、内容を解釈している。  

文章の構成や表現の特徴について、比較して発見したことを発表している。  

粘り強く観点を明確にして文章を比較し、今までの学習を生かして考えた

ことを文章にまとめようとしている。  

鑑賞文を書く 作品の魅力を伝える言葉にはどんなものがあるかを考え、より効果的な語句や表現を

選んでいる。  

作品の魅力が伝わるよう､作品に描かれている様子を具体的に説明している  

友達と意見交換をして、自分の鑑賞文のよさや改善点を見いだしている。  

進んで表現の効果を考えて描写し、今までの学習を生かして鑑賞文を書こ

うとしている。  

文法への扉２ 

走る。走らない。走ろうよ。 

用言の活用形と活用の種類について、語例を基に理解している。   積極的に単語の活用について理解しようとしている。  

走れメロス  作品中の漢語を和語に置き換えると、印象がどのように変わるかを考えている。  文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。  

根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするな

ど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫している。  

粘り強く登場人物の言動の意味などについて考え、学習の見通しをもって

作品の魅力を文章にまとめようとしている。  

文法への扉３ 

一字違いで大違い 

単語の活用、助詞や助動詞などの働き、文の成分など文の構成について理解する。   今までの学習を生かして、積極的に助詞や助動詞の働きについて理解しよ

うとしている。  

言葉３ 話し言葉と書き言葉 話し言葉と書き言葉の特徴について理解している。   積極的に話し言葉と書き言葉の特徴について理解しようとしている。  

漢字３ 送り仮名 送り仮名に注意して、漢字を読んだり書いたりしている。   学習課題に沿って、積極的に漢字を読んだり、書いたりしている。  

 評価方法 【定期考査】  

【小テスト】【長期休業中の宿題テスト】  

【定期考査】【小テスト】【討論・話し合い】  

【スピーチ】【作文】【長期休業中の宿題テスト】【授業中の生徒観察】  

【ノート・ワーク】【授業中の生徒観察】  

【討論・話し合い】【ポートフォリオ】【漢字練習帳】  


